
 
 

季刊 国際貿易と投資 Autumn 2006/No.65●9 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国の競争力のあり方、グローバル化する世界における自らの地域の優位

性をどう位置づけていくのかという問題はマイケルポーター等により理

論化され、経済開発のツールとして実践されている。その後これらの理論

はソーシャル・キャピタル理論への関心の高まりもあって、米国において

は優位性を生む要因としてのコミュニティーや人材についての新たな理

論展開が見られる。また、地域優位性を向上、活用する活動が活発であり、

社会政策的にも影響が拡大しつつある。 
 周回遅れで競争力ある産業クラスターの創生を目指しているわが国に

とって先行する米国の新たな展開を探るのが本稿の目的である。 

 

 

 １．マイケル・ポーターと ICIC の

取り組み 

 

1990 年に「国の競争優位」を著し、

産業クラスター論に基づく経済開発

の潮流を作り出したマイケル・ポー

ターが最近力を入れているのは都市

中心部の再活性化問題である。ポー

ターはこの問題に取り組むに当たっ

て ICIC (The Initiative for a Competitive 

Inner City)という NPO を 1994 年に

立ち上げている。 

都市中心部（inner city）というの

は ICIC によれば都市の中核地域で

周辺地域に比べて失業率や貧困率が

高く、所得水準が低い地域を指す。

具体的には貧困率が 20％以上であ

るか、次のうち 2 条件を満たす地域

と定義されている。①周辺地域より
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貧困率が 1.5 倍以上、②平均世帯所

得が周辺地域に比べて2分の1以下、

③周辺地域に比べて失業率が 1.5 倍

以上。 

 

都市中心部の問題は従来のような

社会的補正手段、例えば犯罪取り締

まり強化のための警察官増員等、の

みでは解決できない問題だというと

ころからポーターらの問題意識は始

まる。米国において都市中心部は犯

罪率や貧困率が高くビジネス環境と

して悪いというイメージが強いが、

これは誤りであり、経済的に都市中

心部が優位性を持つ要因が必ず存在

すると主張する。各地域における優

位要因は具体的に何なのかを調べ、

またこれらの優位性を活用するよう

な開発戦略を民間部門を関与させな

がら立案、実施していことで地域の

再活性化を図ろうというのが ICIC

の基本的な考えである。 

 

中心部の優位性にはどのような要

因があるのかをミルウォーキーを例

に取ってみよう。ポーターらが主導

したミルウォーキー中心部に関する

調査によれば、同地域の優位性は①

未利用の労働力、②空港、高速道路

への近接性や潤沢な工業用地スペー

ス等戦略的なロケーション、③十分

に開拓されていない市場、④地域産

業クラスターとのリンケージ、等に

ある。 

このような優位性があったとして

も従来の活性化手法を用いたのでは

その優位性を活かせない。なぜなら

それらは基本的なことが経済メカニ

ズムに立脚していないからとみる。 

 

ポーターらが提唱する新しい手法

は従来のモデルとどのように違うの

か。それらを大きき整理すると、①

貧困の削減を目標にしていたのに対

して新モデルでは雇用と富の創出を

目標とする、また②欠点の是正に力

点を置くのではなく機会に力点を置

く、③社会サービスのニーズに注目

するのではなく投資ニーズに注目す

る、④政府が主導するのではなく民

間部門が主導する、等の違いがある。

例えば犯罪について従来のモデルで

は犯罪率を低くするような方策（警

官の増員など）を重視するのに対し

て、新しいモデルではビジネス地域

の安全を高めるような投資を民間と
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行政が共同で行うと同時に中心部で

雇用を増大させることにより犯罪率

を低下させるという考え方を取る。

ポーターらは中心部のビジネス環境

が悪いというイメージを打破するた

めに全米各地の都市中心部に立地す

る成功企業を 100 社リストアップし

て紹介するというキャンペーンも行

っている。 

 

ポーターらの取り組みは貧困や低

所得に悩む地域に対してその地域が

もともと持っている潜在的な優位要

因を見つけ出し、それらを発揮させ

るような施策を打ち出そうとするこ

と、その施策を行うにあたって従来

のように計画から実行に至るまで行

政に依存するのではなく、民間と行

政のパートナーシップを活用するこ

とにその特徴がある。 

 

 ２．シリコンバレーにおける文化

イニシアチブの取り組み 

 

一方、ダイナミックで成功した産

業クラスターの典型として頻繁に引

きあいに出されるシリコンバレーに

おける最近のキーワードは「アイデ

アエコノミー」である。これはシリ

コンバレーの産業・経済においてモ

ノの生産に関わる部分よりも知識、

アイデアの生産に関わる部分が大き

くなっており、これが成長を引っ張

る主動力となっていることを指すた

めに使われているようである。既に

世界から創造性に富む企業や研究所、

人材が集中する地域として産業クラ

スターのモデルとみなされている、

そのシリコンバレーで芸術面での創

造性を育む試みや文化・芸術活動へ

の参加を促す試みが行われている。 

1997 年、シリコンバレーの芸術、

ビジネス、行政、一般市民の各界の

リーダーが集まり、シリコンバレー

における文化的活力を持続的に向上

させるための計画を策定している。

この計画を実施するための組織が

Cultural Initiatives Silicon Valley, 

CISV である。もともと創造性に富む

人材やビジネス環境を誇るシリコン

バレーでなぜこのような計画が各界

の共同プロジェクトとして計画、実

施されているのか、その背景や目的

はどこにあるのだろうか。 

20/21: A Regional Cultural Plan for 

the New Millenium と題された計画に
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よれば、計画の指導原理として次の

ような理由が挙げられている。 

①多様性：シリコンバレーの住民は

文化的多様性に誇りを持ち、強み

だと見ている 

②生活の質：シリコンバレーの住民

にとって生活の質を向上するうえ

で芸術・文化が果たす役割は非常

に大きい 

③イノベーションの涵養：シリコン

バレーの特徴であるビジネスにお

けるイノベーションに合致する芸

術・文化の発展を必要とする 

 

これらの目標から抽象的ではある

が、目標とするものの大きな枠組み

が示されているようである。計画が

どのような考えに基づいているのか

については CISV が 2005 年に発表し

た Creative Community Index という

報告書にもう少し詳しい記述がある。

同報告書によれば計画の背景には大

きく言って、①コミュニティーの健

全な発展というものは人々の間の交

流・関係（英語では connectedness と

いう言葉が使われている）を促進す

ることで形成される「社会関係資本」

と密接な関係があるという考えと、

②広義のビジネス環境がイノベーシ

ョンに及ぼす影響という観点から文

化・芸術への参加をコミュニティー

に植え付けていこうとする考えの 2

つがあるように思われる。 

 

前述の①の点では事実として、芸

術・文化活動への参加がコミュニテ

ィーの再生、強化に大きく貢献する

というハーバード大学「サグアロセ

ミナー」における社会関係資本の研

究成果と実践活動の提言に基づいて

報告書が作成されていることを述べ

ていることが注目され（注 1）、サグ

アロセミナーの提言が実際の地域社

会の指導原理として採用され、また

実践されていることが実感される。 

サグアロセミナーとはハーバード

大学のロバート・パットナム教授が

社会関係資本の研究に基づいて始め

たプロジェクトで米国における人々

のコミュニティーとの繋がりを強化

するために何が必要か、何が処方箋

としてできるのか、に関する考えを

構築することを目的としている。（注

2） 

 

②の点について補足すると、文
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化・芸術活動と経済的活力との関係

について上記報告書は「多様でクリ

エーティブな地域社会としてのシリ

コンバレーを強化することは地域の

イノベーション経済を維持していく

のに必要不可欠」と述べ、その理由

を以下のように挙げている 

・文化活動への参加は労働力や人材

の創造的能力を高めるのに役立つ 

・産業として文化部門（ビジネス、

個人としてのアーティスト、美術

館等の非営利組織等）はシリコン

バレーで重要性を高めつつある 

・文化活動への参加は有能な人材を

地域に集めることや地域との結び

つきを深めるのに役立つ 

・人々の結びつきを強める上で文化

活動への参加は宗教、民族、世代

などの差を乗りこえるのに役立ち、

人々が接触する中立的な場を提供

する 

 

上記の第②の点に関しては、シリ

コンバレーにおいて最近自らの強み

としてイノベーションを生み出す社

会基盤を再認識している状況が反映

されていると考えられよう。その考

え方は具体的にはシリコンバレーの

ビジネス、労働、行政、学界、NPO

などが集まってできたフォーラムで

あ る Joint Venture Silicon Valley 

Network が 2003 年 に 発 表 し

た”Building the Next Silicon Valley: 

Strategy and Actions”という報告書に

イノベーションと起業家精神のため

の環境強化として詳しく説明されて

おり（注 3）、シリコンバレー全体と

して自らの強みが人材、資本および

技術の個々の優位性を結びつける能

力にこそあり、これを今後も強化す

る必要があるという戦略の一部とし

て位置付けることができるだろう。 

 

 ３．文化活動と経済的活力の関係 

 

ここに挙げられた理由は文化活動

と経済的活力の関係を説明する上で

やや迂遠な要因を挙げているようだ

が牽強付会とは言えない。文化活動

が有能な人材を集めるのに役立つと

いう説明に対して経済活動が活発で

活力に富む地域はその結果として多

様なサービス産業を有することが可

能となり、文化活動も盛んになると

いう逆の因果関係が成り立つことも

考えられる。しかし、企業誘致の観
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点からは生活の質がいいことは非常

に重要なセリング・ポイントである

ことが昔から知られている。なぜな

ら会社が移ることはその社員と家族

も移る事を余儀なくされるわけで、

その際にメジャーリーグの球団があ

ることや多様な文化活動が盛んであ

ることは家族にとってもプラス要因

となる。 

また、日本では東京、大阪に大企

業の本社が集中しているせいでだま

っていても就職機会の点から新卒が

定住する場所も特定都市に集中して

しまうが、米国では日本と異なり大

企業の本社の特定都市への集中度は

はるかに低い。ということは就職機

会だけで住む場所が決まることは要

因として比較的小さく、それよりも

他の要因、例えば生活の質などが重

要になることを意味しよう。これに

関してカーネギーメロン大学のリチ

ャード・フロリダがその著書 The 

Rise of the Creative Class の中で興味

深いエピソードを紹介している。フ

ロリダは会社の社員が飛行機で隣り

合わせになった人など見知らぬ人に

自己紹介する場合、以前は「○○○社

の△△部門に勤めている」という紹

介の仕方だったのが、最近は「自分

はソフトウェア開発をおこなってい

て、サンタクララに住んでいる」と

いうようにどこに住んでいるかが重

要な情報になっていると述べている。 

米国ではどの大都市でも生活の質

が高い地域―主として郊外の住宅地

域だが―が局地的に存在しており、

そうした地域は有名な音楽フェステ

ィバルの開催地として知られている

こともある。例えばシカゴ交響楽団

が中心となるラビーニア音楽祭は裕

福な人たちが住むシカゴ北部郊外で

開催されるが、この地域は教育環境

も風光もよく安全な地域である。こ

れらの地域はまた多様な参加型の文

化活動やアイススケート等スポーツ

の中心地でもある。シリコンバレー

と違うのは大企業の本社はダウンタ

ウンか別の郊外地域に立地している

ので職住近接というわけには行かな

いことである。シリコンバレーが文

化活動でもこれらの都市に拮抗する

水準になれば、他都市の魅力は相対

的に低下することになるであろう。 

 これまでみてきた ICIC の試みや

シリコンバレーにおけるコミュニテ

ィー活動の試みや産業戦略は都市中
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心部の再活性化という課題や競争優

位、イノベーションを作り出す環境

の維持という課題に対して、コミュ

ニティーの産学官、市民各界の資源

を動員し、人々相互のあるいは各界

相互の繋がりを強化し、共同で解決

策を探ろうとする試みであると私は

捉えている。 

 

 ４．イノベーションと地域の関係

についての理論化 

 

 地域の優位性のありかたやイノベ

ーションを作り出す環境と地域コミ

ュニティーがどのような関係がある

のか、以下では米国における理論化

の概況をみてみたい。その中ではと

りわけ地域コミュニティーとイノベ

ーションの関係についてどのような

考え方があるのかが関心事である。 

 

 カリフォルニア大学バークレー校

の AnnaLee Saxenian は 1994 年に著

した ”Regional Advantage : Culture 

and Competition in Silicon Valley and 

Route 128” という本の中でシリコ

ンバレーとボストン近郊のハイテク

集積地域を比較してなぜシリコンバ

レーが成功したのか、その要因を分

析した。サキセニアン自身が要約し

たところによれば、その要因は一つ

にはシリコンバレーの産業構造が専

門化した企業のネットワークからな

っていることがビジネス環境の変化

に迅速に対応することを可能にした

ことが挙げられている。その他の重

要な要因としては、大きく分けて、

①転職に対する態度などの労働市場

のビヘイビヤーや小規模なスタート

アップ企業に働くなどリスクテーキ

ングに対する社会風土の違い、②シ

リコンバレーにおける豊富な社会的

ネットワーク、専門化同士のネット

ワークの存在とこれらを通じる非公

式な情報交換の場の有無、などの違

いがあることをサキセニアンは指摘

している（注 4）。 

 

サキセニアンが指摘した要因はい

ずれも社会風土や人的なネットワー

クやそうしたチャネルを提供する場

の有無など、パットナムがいう「社

会関係資本（social capital）」とも重

なり合う部分が大きいと言えよう。

パットナムの代表的著作「孤独なボ

ウ リ ン グ 」 “Bowling Alone- the 
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Collapse and Revival of American 

Community,”は 2000 年に発行されて

いるが、パットナムはイノベーショ

ンと地域コミュニティーとの関係、

「社会的ネットワークと経済的成功

の間の関連」についてはほぼサキセ

ニアンと同じようにシリコンバレー

を引き合いにだして説明している

（注 5）。パットナムはここで説明要

因として情報流通、相互学習、規模

の経済といった要因、および高社会

関係資本の存在は取引費用を低下さ

せる等の要因を示唆している。 

 

そもそも社会関係資本（ social 

capital）とは何か。米国、欧州など

の先進国における社会関係資本の研

究で著名なパットナムは「簡潔に言

うと、社会関係資本とは社会的ネッ

トワークとこれに関連する互酬

（reciprocity）の社会規範の事を指

す」と述べている（注 6）。 

Social capital に関しては OECD や

世界銀行が経済開発との関係から研

究をおこなっているが、OECD の定

義は次のようなものである。 

「グループ相互、あるいはグルー

プ内部の協調を促すように働く共有

された社会規範、価値観、理解を伴

うネットワーク」（注 7） 

 

社会関係資本と科学技術イノベー

ションとの関係を企業組織や機能の

観点から分析しているのが Jane. E. 

Fountain である。1997 年の論文（注

8）においてファウンテンは激化する

競争に対応するために最近の企業は

専門化された外部のサプライヤーに

より依存するようになったという変

化を指摘し、専門的な科学技術知識

や R&D、イノベーションにおいて外

部サプライヤーとの関係が重要にな

っているとみている。ファウンテン

はまた情報交換の重要性は認めるも

のの単にインターネット上の情報の

ように情報へのアクセスが自由なだ

けでは企業家精神やビジネスの発展

には不十分であり、人間的要素があ

ることが重要だという。つまり当該

情報が誰を最も利するかという知識、

当該情報の正確性、重要性、意義に

ついての評価をするのが人間であり、

この社会的資本が重要だということ

である。 
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 ５．社会関係資本 VS 多様性 

いずれが創造性にとって重要か 

 

パットナムは様々な指標を用いて

社会関係資本を測定しているが、米

国内でも州により社会的資本の高い

州と低い州の違いがある。パットナ

ムによると社会関係資本の高い州は

ミネソタやその周辺州を中心に中西

部やバーモント州周辺に分布してい

るのに対して南部諸州やテキサス州

などは低い。カリフォルニアもやや

低い州の一つである。ここで疑問を

持つことは社会関係資本の最も高い

州が最も科学技術分野やビジネス上

のイノベーションで知られる州とは

限らないことである。これはなぜな

のか。シリコンバレーやオースチン

等は州全体では社会関係資本が低い

ほうに属するカリフォルニア州とテ

キサス州の中で社会関係資本が高い

特異地域なのか、あるいは社会関係

資本の中でもイノベーションに密接

に関係する要素とそうでない要素が

あり、それが上記の違いとなって表

れているのか。 

 

 これに関連して別の疑問点が想起

される。住民の多様性もまた創造性

と密接に関係するという見方は「新

シリコンバレーに向けた戦略」でも

言及されているが、創造性に富む社

会を形成するのにより貢献するのは

社会関係資本と多様性のどちらなの

かという問題である。この問題はリ

チャード・フロリダが取り上げてい

る。フロリダはその著書“The Rise of 

the Creative Class”で社会関係資本が

説くコミュニティーの結びつきが強

いことよりも多様性の方が創造的な

人材が好むコミュニティーであると

してパットナムの考えに反駁する。

例えばシリコンバレーでは住民の構

成が民族的に多様であるがためにパ

ットナムのいう社会活動参加（社会

関係資本）が限られてしまうが、こ

うした多様性は前述のように創造性

にとってむしろプラス要因であると

考えられる。またフロリダは社会的

な結びつきが強い地域ではいわゆる

よそ者や異質な者を排除する傾向が

強くなるケースもあることを挙げて

いる。ただしこの点はパットナム自

身も社会関係資本の暗黒の部分と呼

んでいるようにプラスとマイナスの

両方のケースがありうるとしている。 
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前出のサキセニアンが分析したボ

ストンとシリコンバレーにおける社

会風土、ビジネス風土の違い―これ

がイノベーションと地域の発展に大

きな影響があった―は「社会的埋め

込み（Social enbeddedness）」という

社会規範・慣性の強弱で捉えること

ができる。こうしてみると米国の諸

都市は多様性、創造性、社会関係資

本の高低などによって様々なパター

ンがあることは明らかであるが、フ

ロリダはその中でもサンフランシス

コ、シアトル、シカゴ、ボストン、

デンバーなどが創造性に富み、人々

が住みたいと思う都市として分類し

ている。フロリダはパットナムの社

会関係資本の考え方の矛盾や欠点を

突くことではある程度成功している

と思われるがイノベーションと地域

の特性の関係を考える上では十分で

はない。 

 

社会関係資本によって最近の米国

社会の変貌を説明しようとする試み

の欠点のひとつは大守隆が指摘する

ように（注 9）、米国の社会関係資本

が減少、衰退しているということと

最近の米国経済にみられる経済的活

力の復活ないし維持、活発なイノベ

ーションと産業クラスターの各地に

おける形成などの現象とが整合的に

説明できるのか、という当然の疑問

が生じることである。 

直感的には、各種の指標で図られ

る米国の社会関係資本が全体に低下

していることを測定するのは難しい

のではないかという疑問があり、例

え一部の指標で社会参加が低下して

いても他の分野では参加率が向上し

ている可能性もある。サキセニアン

が指摘するようにかつてのシリコン

バレーでは技術者がバーで一杯飲み

ながら議論したり、意見交換の場と

なっていた。以前の私的な交流の場

に代り、最近ではセミナーやヘルス

クラブ、業界団体の会合、各種フォ

ーラム、展示会、大学同窓会、等様々

な新たな交流の場がある。各種のボ

ランタリー活動や NPO、フィランソ

ロピー活動がかつてよりも衰退して

いるとは言い難い。 

 

こう考えると共通の価値や目標を

持った人達が寛容でオープンな社会

の中でネットワークを築いているこ

とはイノベーションにとって良い環
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境をもたらす可能性は高いが、一般

の人達にとって高い社会関係資本を

有することはイノベーションにとっ

てあまり有意な関連性がないかもし

れない。共通の価値観といっても、

例えば障害者専用の駐車スペースに

駐車しないとか、隣人が旅行中にそ

の家の様子を見てあげる、等は社会

関係資本を高める要因とはなりうる

が、イノベーション促進要因として

の価値が他の要因などと比べ同等か

疑問がある。 

 

 イノベーションと地域コミュニテ

ィーとの関係について社会関係資本

よりも多様性など他の要素の方が重

要だとするR.フロリダの批判にも係

わらず、やはり社会関係資本の特質

をファウンテンが言うように「有用

な情報の共有に限らず、価値や目標

の共有、専門知識の共有、仕事や決

定過程の共有、リスクや信頼、報酬

の共有等相互依存のプラス面の特

徴」と定義する限り、社会関係資本

のイノベーションに対する重要性は

否定しがたいと思われる。また、M.

グラノベッターが社会ネットワーク

と経済、イノベーションとの関係に

ついて「弱い結びつき」などの概念

をもとに分析を進めているなど、

様々な要因仮説が提示されている状

況にあると言っている。 

 

 ６．日本との比較 

 

それでは、上記のように定義され

た社会関係資本とイノベーションと

の関係性は日本においてはどのよう

に当てはめることができるであろう

か。より正確には特定の指標を用い

て測定した結果に基づくべきであろ

うが、まず直感と歴史的事実などを

基に考えると、情報や価値観の共有

という点では日本は政府や業界団体

を通じての目標の設定、政府と業界

の共同プロジェクトなどこれまでの

豊富な歴史からみても米国に引けを

とらないか、あるいは同等以上であ

ろう。 

 私見では日米のこの面での社会関

係資本で異なる面が多いのは地域コ

ミュニティーと個人の結びつき、コ

ミュニティーにおける公共財形成へ

の志向、社会規範の違いにあると思

われる。例えば米国では警察は郡や

市あるいはもっと小規模な行政単位
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ごとにその地域の安全を確保するた

めに存在し、住民はそのために税金

を使っているという意識が強い。警

察は住民の留守宅の情報を集め、自

ら巡回するし、住民も警察をコミュ

ニティーに属する機関だと強く意識

している。もともと個人のプライバ

シーや人権保護に厳しい米国におい

て、警察は家庭内暴力については住

民の通報に基づいて積極的に介入す

ることを厭わない。これに対して、

日本においては地域コミュニティー

の公共財は自ら形成、維持するもの

という意識が希薄である。これは一

部には日本のコミュニティーと行政

の関係が明治以来小さな地域コミュ

ニティーを超えて一足飛びにナショ

ナルなレベルの大学、研究所、産業

等を意図的に作り上げてきたという

歴史的経緯が大きな影響を与えてい

るのではないだろうか。例えば、こ

のため例外はあるが今でも日本の大

学は地域コミュニティーとの相互交

流、相互依存という点で希薄なもの

を感じる。 

日本において、本来、地域に根ざ

し、地域全体に対して知識の伝達な

ど公共財の維持に貢献する地域の産

業団体や工業組合などにおいても、

総論レベルでは共通の目標を掲げる

ものの、実際の活動においては狭い

利害関係にとらわれて公共財の構築

にメンバーの同意を得ることが難し

いという話をよく聞く。 

この点、米国の現状は日本に比べ

て社会関係資本の豊富さを示す事例

に溢れている。例えば、企業誘致活

動は日本では主として行政の課題だ

が、米国ではコミュニティー全体の

問題として捉えられ、地元経済界の

全面的な人的・資金的支援のもとに

商工団体自らが行う。M.ポーターが

始めた都市再活性化のための ICIC

とコミュニティーの力を動員する運

動、芸術・文化振興をコミュニティ

ー政策の柱とする動きは先述のシリ

コンバレーにとどまらない。これら

の運動がその発端は ICIC 等の活動

にあったにせよ、運動を主導するの

が各コミュニティーの内部の人や組

織であること、戦略を策定するにあ

たりコミュニティーのステークホル

ダーの意見、外部専門家の意見など

を整理してまとめる過程も各関係者

が公共財の構築を志向するネットワ

ークの力を感じる。 
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